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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
悪性胸膜中皮腫の診断において、良性中皮増殖を形態学的に鑑別することは

しばしば困難である。近年、悪性の指標としてFISHによるp16遺伝子のホモ

接合性欠失の検出が有用とされ、これらの鑑別における感度は60～70％、特

異度は現在のところ100％と報告されている。ただし組織学的に深部組織への

中皮腫細胞の浸潤を確認することが必要とされており、これが確認できない胸

水細胞診での確定診断は現状では困難である。胸水中の中皮腫細胞と、中皮腫

組織におけるp16欠失状態の相関が示されれば、中皮腫の初期所見である胸水

より確定診断に至る一つの根拠となりうる。 
本研究では胸水、組織の両方が利用可能であった悪性胸膜中皮腫20例を用い

て、両者でp16遺伝子欠失状態を検討した。その結果、申請者らは測定したp1
6遺伝子欠失状態が胸水と組織で一致し、欠失割合が相関することを示した。

これは胸水検体を用いた悪性胸膜中皮腫の早期診断の可能性を示唆するもの

であり、胸膜中皮腫の良悪性鑑別にあらたな知見を加えた意義ある研究と考え

られる。本論文についての試験はまず論文の研究目的、方法、実験成績などに

ついて説明を求め、各調査委員より専門的な観点から論文内容及びこれに関連

した事項について種々質問を行ったがいずれについても適切な回答を得た。よ

って調査委員合議の結果、試験は合格と決定した。 

 


